
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 野外活動の定番といえば野外炊事です。自然の中で自分たちが調理した料理を食べる

のは格別です。少々おこげがあってもそれはそれでおいしいものです。野外炊事をする

中で班の協力する姿勢も自然と出てきます。また、薪や新聞、マッチの柄などは元を辿

れば「木」、つまり「森」の恵みです。やまのこ学習の一環としても魅力のある学びを

展開することができます。 

活動場所 
炊事棟、実習棟、交流ひ

ろば 

自然の家に 

あるもの 

薪、食材（以上、有料）、炊事用具一式、   

ゴミ袋 

所要時間 ４時間程度 
利用者で 

用意するもの 

新聞紙（牛乳パック）、食器類、マッチ、クレ

ンザー、洗剤、スポンジ、金たわし、消毒用

アルコール、白い布巾(点検用)、ゴミ袋 

人 数 

１５０名まで 

（雨天時、実習棟で１００

名程度まで可能） 

活動時の服装 
長袖、長ズボン、帽子か三角巾、マスク、軍

手（ゴムの滑り止めがないもの） 



野外
や が い

炊事
す い じ

～かまどのつくりかたと火おこし～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とくに大切なこと 

①服装は先生の指示に従ったものを着用しましょう。 

②先生や指導者の話をよく聞いて活動しましょう。 

③はんごうやカレーなどのじゅんびのようすを聞きながら火をおこしましょ

う。あまり早く火をつけるとまきが燃えつきてしまいます。 

④まきのたばをもつときは軍手をしましょう（とげがささります）。 

 

かまどの組み方 

火おこし（井げた型がおすすめです） 

児童用ページ 



１.学習内容 

めざすもの（評価） 関連教科 学び（単元） 

・友だちと互いに理解し、信頼し助け合

うことができる。 

・自分でやろうと決めた目標に向かって

強い意志を持ち、粘り強くやり抜く。 

道徳 

「友情 信頼」 

 

「希望と勇気 努力と強い意

志」 

・燃焼の仕組みについて、空気の変化に着

目して、間伐材の燃え方を多面的に考え、

実践することができる。 

理科 ６年「ものの燃え方」 

 

２.ポイント 
ア）活動前 

・ 班表示の紙(班、人数を記入したもの)を作成しておく。 

・長袖、長ズボン、帽子（三角巾）、マスクを着用すること。 

・軍手はごくのすべり止めが着いていないものを着用すること。 

・服装事前点検票に書かれている服装に留意し、参加者に指導すること。 

・服装、軍手について、指導者が「子ども自身が火を扱う活動にかかる服装事前点検

票」をもとに、参加者の服装を確認すること。 

・安全マニュアル、子ども自身が火を扱う活動に関する実施基準を確認すること。 

・ マッチは各団体で用意する。 

・ 火の起こし方は別の活動マニュアルを参考のこと。 

・ 雨天の場合は、かまどの組み方が変わる場合がある。 

イ）活動中 

・参加者の着衣は、ボタンやファスナーをきちんと止めて着用していること。 

・活動中、風速が実施基準を超えたときは、子ども自身が火を扱う活動を中断させ

る。 

・火のついているかまどに、新聞紙を追加しない。 

・ 薪を束ねている針金やひもは必ず回収する。 

・ 薪の束の運搬は、軍手を着用するように指導する。 

・ 長椅子は重いので、必ず２人で運ぶように指導する。 

ウ）活動後 

・ 炊事後、かまどや耐火レンガには決して水をかけない（急激に冷やされ、かまどや

レンガが割れる可能性がある）。 

・ 燃えた薪等は、実習棟裏にスコップとちりとり、一輪車があるので、灰捨て場まで

運び水をかける。灰捨て場は実習棟裏手の穴（下見または当日所員が案内する）。 

・ レンガはしばらく熱いので、冷めたことを確認してから指導者の指示で片付けを行

うこと。 

・レンガは重いので、気を付けて運ぶように指導する。 

・借用物の返却は指導者の点検の後、自然の家の所員が最終点検を行う。 

 
３.安全対策について 
 

班表示の紙の例 



 

野外
や が い

炊事
す い じ

～調理の仕方～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とくに大切なこと 

①おいしくなあれと心をこめて調理しましょう。 

②クレンザーをはんごうやなべ（ふたにはぬりません）の、とくに取っ手やふ

ちにぬると洗うときにかんたんによごれが落とせます。 

③ほうちょうやピーラーを使います。二つとも刃物
は も の

なので気をつけて使いまし

ょう。 

④ゴミは分別してすてましょう。 

児童用ページ 



１.学習内容 

めざすもの（評価） 関連教科 学び（単元） 

・カレー作りについて調理計画をたて調

理に関する基礎的、基本的な知識を身につ

ける。 

家庭科 
５年「まかせてね今日の食

事」 

・自分でできることは自分でやり、安全に

気をつけ、良く考えて行動することができ

る。 

道徳 「節度、節制」 

 

 

２.ポイント 

ア）活動前 

・ マスク、三角巾または帽子を忘れずに用意する。 

・ 調理器具や食材の配布をする。 

・ 炊事前にクレンザーの準備をする（クレンザーはねっとりするくらいが丁度い

い）。 

・必ず、手洗いや手のアルコール消毒をする。 

 

 

イ）活動中 

・ クレンザーは特に鍋の取っ手、外ぶち、はんごうの外ぶちを念入りに塗ると片付け

がスムーズになる。 

・カラスやサルが食材をねらっている。食材をほっておかないなど注意するように指導

する。 

 

ウ）活動後 

・ 調理器具は、団体の指導者がチェックをされた後、最終チェックは所員で行う。 

・ 生ゴミはざるで水気をとってからゴミ袋に入れる。 

・ 水道の排水口も野菜くずがあるので、生ゴミに入れて処理する。 

 

 

３.安全対策について 

 

 

 

 



 

野外
や が い

炊事
す い じ

～お米のたきかたとカレーの作り方～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おいし～いごはんのたき方 

おいし～いカレーの作り方 

児童用ページ 



 

野外
や が い

炊事
す い じ

～きのこごはんとみそしる～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おいし～いきのこごはんの作り方 

おいし～いみそしるの作り方 

児童用ページ 



１.学習内容 

めざすもの（評価） 関連教科 学び（単元） 

・水の性質について、体積や状態の変化、

熱の伝わり方について着目し、炊事活動を

通して理解し、技能を身につける。 

・燃焼の仕組みについて、空気の変化に着

目し、物の燃え方を多目的に考え実践する

ことができる。 

理科 

４年「水のすがたと温度」 

 

 

６年「ものの燃え方」 

・カレー作りについて調理計画をたて調

理に関する基礎的、基本的な知識を身につ

けることができる。 

家庭科 ５年「まかせてね今日の食事」 

２.ポイント 

ア）活動前 

・長袖、長ズボン、帽子（三角巾）、マスクを着用すること。 

・軍手はごくのすべり止めが着いていないものを着用すること。 

・服装事前点検票に書かれている服装に留意し、参加者に指導すること。 

・服装、軍手について、指導者が「子ども自身が火を扱う活動にかかる服装事前点検

票」をもとに、参加者の服装を確認すること。 

・安全マニュアル、子ども自身が火を扱う活動に関する実施基準を確認すること。 

・ 調理器具や食材の配布をする。 

・ 炊事前にクレンザーの準備をする（クレンザーはねっとりするくらいが丁度よ

い）。 

・必ず、手洗いや手のアルコール消毒する。 

イ） 活動中 

・参加者の着衣は、ボタンやファスナーをきちんと止めて着用していること。 

・活動中、風速が実施基準を超えたときは、子ども自身が火を扱う活動を中断させ

る。 

・火のついているかまどに、新聞紙を追加しない。 

・ 飯ごうは「おいし～いご飯のたき方」の②、③がポイントとなる。子ども達に体験

させる。 

・ カレー作りは「おいし～いカレーの作り方」の①をせず、初めから煮込んでも問題

ない。 

・ どの行程についても、火加減が重要。子ども達に火の調節の大切さを実感させる。 

・ クレンザーは特に鍋の取っ手、外ぶち、飯ごうの外ぶちを念入りに塗ると片付けが

スムーズにいく。 

・カラスやサルが食材を狙っている。注意するように指導する。 



ウ）活動後 

・ 調理器具は、団体の指導者がチェックをした後、最終チェックは所員が行う。 

・ 生ゴミはざるで水気をとってからゴミ袋に入れる。 

・ 水道の排水口も野菜くずがあるので、生ゴミに入れて処理する。 

 

３.安全対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



自然の家での野外炊事の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


